
平成26年度 産業システム工学プログラム

科目区分・分類 専門・講義 対象学科名・学年 電子制御5年 科目コード 59301381

科目名 通信工学　Communication Engineering

担当教員 中島　利郎

単位数（時間数） 必修　通年　2単位　（60時間） 学習・教育目標との対応 (D-1)(D-2)

授業の
目的と概要

電気信号やディジタル情報を伝送する通信システムを検討・設計する上で必要となる基礎
知識の習得を狙いとする．具体的には、信号の取り扱い方や信号の変調・多重化等の技
術的な基本事項から、最近の通信システムまで体系的に学ぶ．

先修科目 電子工学，電子回路

後修科目

備考

授業項目 時間 内容

1 通信システムの基本構成 2 通信を学ぶ上での基礎事項を説明できる．

2 通信で扱われる情報 2 通信で扱う情報とその特性を説明できる． 

3 情報の取り扱いの基礎

4 ・情報の量的取り扱い方 2 情報の定量的取り扱いを理解し説明できる．

5 ・信号の時間領域と周波数領域での表現 2 信号の数学的表現を理解し説明できる．

6 ・時間領域から周波数領域への変換 4 フーリエ級数，フーリエ変換を理解し信号の周波数表現

への変換ができる．

7 演習 2 1-6に関する基本的な設問に解答できる

                    前期中間試験

8 アナログ信号の変調

9 ・振幅変調 4 基本原理と各種方式の特性を説明できる．

10 ・角度変調 4 基本原理と特性を説明できる．

11 ・パルス変調 2 基本原理と各種方式の特性を説明できる．

12 信号のディジタル変調

13 ・パルス符号変調 4 基本原理を理解し説明できる．

14 ・搬送波ディジタル変調、光ディジタル伝送 2 基本原理を理解し説明できる．

                    前期期末試験

15 信号の多重化方式 4 信号の分割多重方式を理解し説明できる.

16 通信に影響を及ぼす外乱 4 各種外乱の特性及び対策を説明できる.

17 通信に用いる伝送路

18 ・有線 4 有線伝送路の特性を理解し説明できる

19 ・無線 2 無線伝送路の特性を理解し説明できる．

                    後期中間試験

20 通信における交換技術 4 交換方式の基本構成及び特性を説明できる．

21 通信における中継技術 4 中継方式の基本構成及び特性を説明できる．

22 実用通信システム

23 ・光通信 2 光通信の仕組みと特性を説明できる．

24 ・移動通信（携帯電話，PHS） 2 移動通信の仕組みと特性を説明できる．

25 ・衛星通信，ディジタルテレビジョン放送 2 衛星通信，ディジタルテレビジョン放送の仕組みと特性

を説明できる．

26 ・インターネット 2 インターネットの仕組みと特性を説明できる．

                    学年末試験

学習・教育目標を
達成するために身
に付けるべき内容

通信信号の数学的解析法、変調技術、多重化技術などの通信システムを構成する要素技術
とその実用システムの通信原理，特性について基本的理解と説明ができること．これらの
内容を満足することで、学習教育目標の（D-1）及び（D-2）の達成とする．

成績評価

前期中間試験（20％），前期期末試験（20％），後期中間試験（20％），学年末試験（20
％），演習・レポート（20％）の合計100点満点で目標（D-1）及び（D-2）の達成度を総
合的に評価する．合計で6割以上を達成した者をこの科目の合格者とする．

教材
教科書：山中不二雄，中神隆清，中津原克己「通信工学概論」，森北出版
参考書：羽鳥光俊監修「わかりやすい通信工学」，コロナ社



オフィスアワー
毎授業日の放課後16：00～17：00,電子制御工学科棟　中島利郎研究室．
この時間にとらわれず必要に応じて来室可．


